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世界を変える STORY

ゲノム編集と陸上養殖で目指す
水産業に活気を、食料問題解決へ
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NEWS＆TOPICS

1万原子を超える物質の超高速光応答を「富岳」で計算
ミクロの現象解明に道、ソフトの標準化目指す 　ほか
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さきがける科学人

情報科学のぜい弱性を正して
世の中をよくする技術に
立命館大学 情報理工学部 情報理工学科 准教授
村尾 和哉
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JSTは、シンクタンク機能、研究開発、産学連携、次世代人材育成、科学と社会との対話など、多岐にわたる事業を
通じて、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に積極的に貢献していきます。

P6、8 P8 P6、8 P10 P12 P10P8、10、12 P6、8、10P12

03

06 VISION 1〉〉〉　
 「さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する
 自助と共助の社会創生拠点」東北大学
08 VISION 2〉〉〉　
 「精神的価値が成長する感性イノベーション拠点」
 広島大学
10 VISION 3〉〉〉　
 「感性とデジタル製造を直結し、生活者の創造性を
 拡張するファブ地球社会創造拠点」慶應義塾大学
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ビジョン2 「感性」を可視化し、
  こころも豊かな社会に
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ビジョン3 デジタル製造技術を駆使し
 新たなものづくりを

10

特集 センター・オブ・イノベーション（COI）
 プログラム 9 年の軌跡

イノベーション創出のノウハウを蓄積
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　日本が過酷な国際競争を勝ち抜き、
科学技術分野をリードするとともに、よ
りよい社会を実現するためには、革新
的なイノベーションの創出が欠かせな
い。しかし、私たちが直面している社会
的課題は複雑化の一途をたどっており、
1大学や1企業だけで解決することはも
はや困難だろう。こうした流れを受け、
従来の産学連携の在り方を大幅に見直
して誕生したのが、センター・オブ・イノ
ベーション（COI）プログラムだ。
　COIでは複数の機関が連携し、じっく
りと研究に取り組める環境を整えるた
めに「バックキャスト型研究開発」「アン
ダーワンルーフ」「長期大規模支援」を
事業の大きな柱とした（図1）。全国18
拠点がそれぞれに特色ある未来像を描
き、約9年間にわたって研究開発を進め
てきた（図2）。「当初は多くの人がこの
やり方でうまくいくのか、半信半疑だっ

たと思いますが、着実に成果を挙げる
だけでなく、強固なプラットフォームを
構築できました」と、総括ビジョナリー
リーダーを務めた東京大学の松本洋一
郎名誉教授は成果を強調する。
　COIの実施期間中にも人々の価値観
が大きく変化し、さまざまな社会課題も
顕在化してきたと指摘する松本さん。
「当初掲げた未来像と現状が、研究期間
中にずれてくるケースもありましたが、
拠点を束ねるビジョナリーリーダーとと
もに、現状をしっかり把握し、都度修正
を行いながらプロジェクトを進めまし
た」と語る。こうした柔軟性も、混沌とし

た時代に成果を出し続けられた要因の
1つだろう。
　地球温暖化や食料危機、感染症の流
行など、社会の変動は一層激しくなり、
的確な未来予測は困難さを増してい
る。「COIは終了となりますが、拠点では
激動の時代でもイノベーションを創出
しつづけるノウハウを蓄積しています。
今後もさまざまな課題にぶつかること
が予想されますが、世界規模課題の解
決に貢献していって欲しいですね」と期
待を込めた。COIで誕生した産学連携
の新潮流を受け継ぎ、今後も各拠点が
日本の科学技術を牽引し続ける。

図1　プログラムの概要

図2　COI拠点一覧

バックキャスト型研究開発
研究から生まれるシーズから実用化を発想する
「フロントキャスト」型ではなく、社会のあるべき姿
を出発点として取り組むべき研究開発課題を設定
する「バックキャスト」型の研究開発を推進します。

長期大規模支援
革新的でチャレンジング・ハイリスクな研究開発に
対し、最長9年度、拠点あたり年間1～10億円程度
（間接経費含む）の支援を実施します。

アンダーワンルーフ
一つ屋根の下、大学や企業の関係者が議論し、一
体となって研究開発に取り組むイノベーション拠
点を構築します。
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松本 洋一郎
東京大学 名誉教授
2019年よりCOI総括ビジョナリーリーダー

まつもと よういちろう

センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム

10年後のあるべき社会の実現を目指し、産学連携による革新的イノ
ベーションの創出に挑んだ、センター・オブ・イノベーション（COI）プログ
ラムが、2022年3月に終了を迎えた。約9年間に及ぶ取り組みについて、
総括ビジョナリーリーダーを務めた東京大学の松本洋一郎名誉教授に
話を聞いた。

　拠点名 中核機関
❶『食と健康の達人』拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北海道大学
❷真の社会イノベーションを実現する革新的「健やか力」創造拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・弘前大学
❸さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する自助と共助の社会創生拠点・・・・・・・・・・・・・東北大学（6-7p）
❹自分で守る健康社会拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東京大学
❺スマートライフケア社会への変革を先導するものづくりオープンイノベーション拠点・・・・・・川崎市産業振興財団
❻活力ある生涯のための Last 5X イノベーション拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・京都大学
❼運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点・・・・・・立命館大学

ビジョン1　少子高齢化先進国としての持続性確保

❽『感動』を創造する芸術と科学技術による共感覚イノベーション拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東京藝術大学
❾『サイレントボイスとの共感』地球インクルーシブセンシング研究拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東京工業大学
10乳幼児からの健やかな脳の育成による積極的自立社会創成拠点　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大阪大学
11精神的価値が成長する感性イノベーション拠点　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・広島大学（8-9p）

ビジョン2　豊かな生活環境の構築（繁栄し、尊敬される国へ）

12フロンティア有機システムイノベーション拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山形大学
13世界の豊かな生活環境と地球規模の持続可能性に貢献するアクア・イノベーション拠点・・・信州大学
14革新材料による次世代インフラシステムの構築拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・金沢工業大学
15コヒーレントフォトン技術によるイノベーション拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東京大学
16感性とデジタル製造を直結し、生活者の創造性を拡張するファブ地球社会創造拠点・・・・・・・慶應義塾大学（10-11p）
17人がつながる“移動”イノベーション拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名古屋大学
18持続的共進化地域創成拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・九州大学

ビジョン3　活気ある持続可能な社会の構築
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